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【肯定側立論】（１分３０秒）

これから、肯定側立論を始めます。宜しくお願いします。

メリットは「気持ちが込められる」、繰り返します、「気持ちが込められる」です。

今、私たちは、パソコンの年賀状ソフトを用いてEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ Ｐ明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(あてな),宛名)印刷をすることなどで、短時間で何枚もの年賀状を作ることができます。しかし、印刷された文字は、必ず同じ書体になり、個性や人間味、書き手の気持ちを表現することは困難です。しかも、EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(おもてめん),表面)にあるのは、名前です。そのような年賀状に、時には冷たさを、時には手を抜かれたと感じることもあって、問題です。
ここで、年賀状の表面を手書きにします。手書きで書くのは、相手の名前です。すると、印刷された文字にはない書いた人の個性や、人間味が表れます。更に、その文字を書くときの、相手への友情の気持ちを込められて、それを表現できます。よって最初に指摘した問題が解決し、メリット「気持ちが込められる」が生じます。
次にこのことが重要であることを説明します。

EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ Ｐ明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(せっかく),折角)気持ちを伝えあう機会なのですから、もらった相手の気持ちがよくなるような年賀状を送り合うことが良いと考えます。また、相手のことを思いながら一つ一つ丁寧に仕上げていく時間も、いいものです。送るほうも受け取る方も、新しい年を気持ち良く迎えられます。よって、年賀状を手書きで送ることは重要です。

【否定側質疑】（１分）
否定側：これから、否定側質疑を始めます。宜しくお願いします。

肯定側：宜しくお願いします。

否定側：現状について確認しますが、パソコン等の文字ですと、書き手がどういった状態でも、いつでも同じ文字が書かれますよね。

肯定側：はい。私達はそのような年賀状に、冷たさや、手を抜かれた感じがするだろうと指摘しています。

否定側：年賀状を手書きにした場合についてですが、「気持ちが込められる」ということはつまり、手書きの文字によって、書き手の気持ちが伝わる、ということですね。

肯定側：はい。
否定側：受け取った人全員が、手書きの文字での年賀状を喜ぶとお考えですか？

肯定側：大方の人達が喜ぶと思います。

否定側：何故ですか？

肯定側：わざわざ年賀状を出す相手というのは、日頃から友情の気持ちを持った相手だからです。
否定側：重要であることの説明に関してですが、相手に気持よく年賀状を受け取ってもらうことが重要、ということですね。

肯定側：その通りです。

否定側：これで、否定側質疑を終わります。ありがとうございました。

肯定側：ありがとうございました。
【否定側立論】（１分３０秒）
これから、否定側立論を始めます。宜しくお願いします。

デメリットは「手間がかかる」、繰り返します、「手間がかかる」です。

ワープロやパソコンで年賀状を作れば一旦データが入力さえすれば、何回でも使うことができますし、年賀状をセットするだけで、何枚もの年賀状を印刷することができます。それにより、数時間で作業が終わります。
しかし、手書きにしてしまうと、
数枚ならまだしも何十人とか、100人を越える年賀状を手書きで書くことになりすごく大変になります。すぐに終わるはずの作業が何日もかかってしまいますし、文字を書く手も、疲れてしまいます。このように、おもて面だけであっても、手書きの年賀状は「手間がかかる」というデメリットが発生します。

次にこのことが深刻であることを説明します。

手間がかかると、更にいろいろな悪影響が発生します。時間もかかって疲れてくると、書き間違いをして、貴重な年賀状を無駄にしてしまうでしょう。更に、字がきたなくなったり、乱暴な字になったりします。これでは相手に失礼です。また、年末の忙しい時期に、手間のかかる年賀状書きに時間を取られるのは深刻です。考えてみてください。１２月の貴重な土日や冬休みが、年賀状書きに取られてしまっては困るのです。

よって年賀状は、おもて面だけであっても、手書きではない方が良いと主張します。
【肯定側質疑】（１分）
肯定側：これから、肯定側質疑を始めます。宜しくお願いします。

否定側：宜しくお願いします。

肯定側：デメリットの「手間がかかる」ということはつまり、手書きにすると時間がかかる、ということですね。

否定側：はい。ですからデメリットは必ず発生します。

肯定側：つぎに、深刻であることの説明に関してですが、手間がかかると、他のことに悪影響があることと、余計に時間がかかることが深刻だ、ということですね。

否定側：はい。

肯定側：その深刻さは、年賀状をたくさん書くことによって大きくなる深刻さだと理解しますが、よろしいですか？

否定側：はい。

肯定側：確認しますが、そもそも年賀状は、友達などの、親しい間柄の人に送るものですよね。

否定側：たいていはそうだと思いますが、稀にそうではないケースもあるかもしれません。

肯定側：親しい人には、凝った年賀状を書いたりしますよね。

否定側：そういう人もいると思います。

肯定側：これで、肯定側質疑を終わります。ありがとうございました。

否定側：ありがとうございました。
【否定側反駁】（１分３０秒）
これから、否定側反駁を始めます。宜しくお願いします。

肯定側はメリットが生じる理由を、「相手への友情の気持ちを込められる」と言いましたが、それは違います。なぜなら、字を書くのが苦手で汚い文字だったり、年末で忙しくて文字が乱暴になったりすると逆に、相手に嫌な思いをさせてしまって、友達関係の気持ちは伝わらず、問題は解決しないので、メリットは発生しません。

次に肯定側は、重要であることの説明で、「もらった相手の気持ちがよくなるような年賀状が送れる」と言いましたが、そうとは限りません。考えてみてください。年賀状のおもて面に書かれるのは、受け手の自分の名前です。自分の名前を汚い文字で書かれたら、受け手は気持よくありません。よって、おもて面を手書きにすることは、重要ではありません。

では、議論をまとめます。

肯定側の言うメリットは、手書きですぐに実現するものではありませんので、発生せず、重要でもありません。逆に質疑で確認した通り、ワープロやパソコンを使って、常にきれいな文字を出力する方が良いのです。

一方でデメリットは、手書きにすれば必ず発生しますし、年末の忙しい時期にこそ深刻で、避けるべきです。

比較すると、実現するとは限らないメリットよりも、必ず発生して避けるべきデメリットを重く受け止めるべきです。よって年賀状のおもて面を、わざわざ手書きにするべきではないと主張します。
【肯定側反駁】（１分３０秒）
これから、肯定側反駁を始めます。

はじめに、否定側の立論に反駁します。

否定側は、デメリットが発生する理由で、「手書きにすると、手が疲れてしまう」と言いましたが、それは違います。なぜなら、何日かに分けて書けば疲れないからです。

また、深刻であることの説明で、「時間を取られるのは深刻」と言いましたが、そうとは限りません。なぜなら、質疑で確認した通り、友達に出すような年賀状は時間をかけても書きたいものなので、深刻に感じないからです。逆に、時間がムダと感じる相手へは、年賀状は書かずに、メールなどで済ませます。よって、深刻にはなりません。

次に、否定側反駁に再反駁します。肯定側のメリットをご覧ください。

否定側は反駁で、「汚い文字では、友達関係の気持ちが伝わらない」と言いましたが、親しい人に出すのですから、相手を考えて丁寧に字を書けば、友情の気持ちは伝わります。

では、議論をまとめます。

否定側の言うように、年賀状のおもて面を手書きにすれば、確かに時間はかかるかもしれませんが、そもそも年賀状とは、時間をかけてでも出すべきものです。ですから「手間がかかる」ことは、否定側が言うほど深刻ではなく、デメリットは小さいのです。

比較して肯定側が大切に考えるのは、手書きの文字で、お互いの友達関係を深く伝えるべきだということです。よって年賀状のおもて面は、手書きにすべきだと主張します。
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